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市立秋田総合病院
事務局長

田中政博

都市開発部付理事
太田邦男

都市開発部長
楢橋康英

秋田公立美術工芸
短期大学事務局長
藤枝 助

都市開発部理事
木内鑛生

建設部長
佐々木敏雄

下水道部長
長岐吉昭

市の機構改正
用地調査室(新設)
地方分権一括法の施行により、国の財産とな

っている里道・水路を、地域住民の生活に密着
した公共物として、市が国から譲り受けること
になりました。用地調査室では市内各地にある
里道や水路を国から譲り受けるための申請事務
を担当します。
そのほか、土地の境界などを明確にする地籍

調査の準備業務も行います。

公園課に公園施設管理センター
公園建設課と公園維持課の２課を統合し、公

園課としました。その公園課内に公園施設管理
センターを設置し、都市公園や児童遊園地など
の維持管理体制を充実します。

※このほか、民間移管によりガス局を廃止、市
営バス一部路線の民間移管により交通局東営
業所を廃止、体育課ワールドゲーム準備室は
ワールドゲーム推進室に名称変更しました。

農林部理事
藍原博

循環器内科
消化器内科・代謝科
呼吸器内科
血液・腎臓内科
神経内科

精神科(統合)

外科(統合)

歯科口腔
こうくう

外科

第一内科
第二内科
第三内科
第四内科
第五内科
神経科
精神科
第一外科
第二外科

歯科

今までの科名 新しい科名

■新設した科など
内科診療部：健康管理センター
外科診療部：脳神経外科、心臓血管外科
中央診療部：救急集中治療室

診療部

内科

外科

■変更、統合した科

市立病院の診療体制が充実し、
科名も変わりました

→
→
→
→
→
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→

→
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